
平成２３年３月１９日（土）、下関市内のホテル（シーモールパレス）において、現在、

山口県で漁業研修を行っている研修生（３８名）が集まり、漁業制度等に係る勉強会や

活魚の神経〆の講習会を開催しました！

当日は、山口県や関係団体の協力を得て、次の内容についての勉強を行い、出席した

研修生からは、活発な質問が出されました。

（研修内容）

① 漁業権制度及び漁業許可制度について

② 漁業所得補償制度について

③ 沿岸漁業改善資金及び漁業近代化資金について

④ 鮮度保持について

【研修会の様子】

勉強会終了後、場所を移動して、鮮度保持に欠かせない神経〆の実演講習を行いまし

た。参加者は一本釣り漁業から底びき網漁業まで様々な漁業種類の研修を受けているた

め、用意した魚も、ブリ、マダイ、マゴチと様々でした。

指導者からの実演講習を受けた後、研修生自ら、実際に神経〆の実習を行いました。

参加者からは、「為になった！」とうれしい声が聞かれました。



【参 考】

・ 山口県漁業就業者確保育成センターでは、研修生同士の交流を図るため、毎年このよ

うな協議会を開催しています。

・ 山口県での漁業就業に関心のある方は、山口県漁業就業者確保育成センターまでお問

い合わせください。

（問い合わせ先）

山口県漁業就業者確保育成センター（山口県漁業協同組合 指導課内）

TEL：083-231-2212


